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研究成果の概要（和文）：学習者が博物館で興味や関心をもった展示について、集合知を横断的に検索して情報
を対照的に示す対照検索による学習支援を提案した。作成した学習支援システムでは、学習者が博物館で興味や
関心をもった展示について、比較・対照する用語の候補を推薦し、それらとの違いを直感的・対照的にグラフで
示す。実験参加者９７人のうち９２％から、作成した学習支援システムによる対照検索が個性的な学習の組みた
てや発見に気づくことに有効であるとの回答を得た。

研究成果の概要（英文）：We proposed a learning support by contrastive search that cross-searches 
collective knowledge and contrasts relevant information with exhibits of interest to learners. We 
developed a learning support system that recommends candidate terms for comparison and provides an 
intuitive graphical representation of the differences between the selected term for comparison and 
the exhibits that learners found interesting in the museum. 92% of the 97 participants in the 
experiment indicated that the contrastive search with the learning support system was effective for 
making individualized learning and discoveries.

研究分野：知能情報学

キーワード： 学習支援システム　博物館　対照検索　集合知
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高度情報化社会の到来にともない、 IT 技術を積極的に利用して、博物館における多様で個性的な学習を支援す
る環境を整備することは重要である。博物館で現在用いられている音声ガイドなどのシステムでは、ユーザが博
物館で「なにを見るのか」については考慮されているが、「どのように見る ( 鑑賞・学習する ) のか」につい
ては十分に考慮されていない。提案する学習支援システムは、博物館を訪れたユーザが展示をただ「見る」ので
はなく、関連する展示や資料と比較・対照してそれらの表す意味について個性的な学習の組みたてや発見に「気
づく」ことができるように学習支援を行う。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１． 研究開始当初の背景 
 
高度情報化社会の到来にともない、IT 技術を積極的に利用して生涯にわたる多様で個性的な学

習を支援する環境を整備することの重要性が高まっている。生涯にわたる学習の拠点として、さ

まざまな知的資源が蓄積されている博物館がある。博物館の展示はその知的資源を国民に還元

する仕組みとして重要で、展示内容の理解を促進させるために音声ガイドなどの学習支援シス

テムが近年積極的に導入され、盛んに利用されている。しかし、博物館で現在用いられているガ

イドシステムやこれまでに提案されている知的ガイドシステムでは、ユーザが博物館で「なにを

見るのか」については考慮されているが、「どのように見る(鑑賞・学習する) のか」については

十分に考慮されていない。博物館での学習では、展示をただ見るだけでなく、関連する展示や資

料と比較・対照して、それらの表す意味と関係に気づくことが重要である。このため博物館にお

ける学習支援システムは、ユーザが注目している展示について、関連する展示や資料を示すだけ

でなく、それらとの違いがわかるように情報を対照的に示すことがのぞましい。 
 
 
２．研究の目的 
 
博物館でユーザが注目している展示について、関連する展示解説や集合知を横断的に検索して

情報を対照的に示す対照検索を実現し、ユーザの個性的な発見を創造的に発展させることがで

きる学習支援システムを作成する。従来の検索方法は、見つけ出した情報を関連性の高さで順位

付けて示すだけなのに対し、提案する対照検索は、見つけ出した情報に対照的な内容があれば、

それらが明らかになるように示す。提案する学習支援システムは、博物館を訪れたユーザが展示

をただ「見る」のではなく、関連する展示や資料と比較・対照してそれらの表す意味について個

性的な学習の組みたてや発見に「気づく」ことができるように学習支援を行う。提案する研究は、

生涯にわたる多様で個性的な学習を支援する環境の形成に役立つと期待できる。 
 
 
３．研究の方法 
 

(1) 博物館で学習者が興味や関心をもった展示について、関連する展示や資料と比較・対照して、

それらの表す意味と関係に気づくことを支援する方法について研究した。 

 

(2) 博物館で学習者が興味や関心をもった展示について、関連する展示や資料と比較・対照して、

それらの表す意味と関係に気づくことを支援する方法について研究した。 

 

(3) 学習者が展示や資料を比較・対照するのを支援するため、それらが百科事典でどのような用

語を説明するのに用いられているのか、そしてそれらの違いはなにかについての情報を利

用する方法について研究した。 

 

 
４．研究成果 
 

(1) オンライン百科事典 Wikipedia に登録されているすべての用語について、それぞれの用語

が他のどの用語の説明に用いられているのかを調べた。さらに、より多くの用語の説明に

用いられている用語はより重要であると仮定し、Wikipedia に登録されているすべての用

語について、それぞれの重要度を求めた。 



(2) 研究成果 (1) を利用して、対照検索で比較する２つの用語について、どちらがより重要な

用語であるのかを示し、さらにそれぞれの用語が百科事典で他のどのような用語の説明に

用いられているのかを、グラフを用いて直感的・視覚的にわかりやすく表示する方法につ

いて研究を行った。図１は、「西本願寺」の場合、どのように情報が表現されるのかを示し

ている。円グラフの上にポインタを移動すると用語がポップアップされるので、重要度が

小さい用語であっても、その用語の説明に「西本願寺」が用いられていることがわかる。９

７人を対象にした評価実験では、実験参加者の７１％から、対照検索する用語が百科事典

の他のどのような用語を説明するのにそれぞれ用いられているのかについての情報が個性

的な学習の組みたてや発見に気づくことに有効であるとの回答を得た。 

 

 

 

 

(3) 対照検索で比較する用語は、学習者が自由に選ぶことができる。しかし、実験参加者へ

のアンケートの結果から、対象検索で比較する用語の候補を推薦してほしいとの要望

があることがわかった。そこで、Wikipedia に登録されている用語の意味ベクトルを

学習し、その結果を利用して対照検索で比較する用語の候補を推薦できるようにした。

実験参加者９７人の８９％から、調べたい用語（例えば、西本願寺）を入力すると比較

する用語の候補（例えば、東本願寺や本願寺）が推薦されることは、対照検索を行なう

のに役立つとの回答を得た。 

 

(4) 研究成果(1)～(3) を利用して、学習者が博物館で興味や関心をもった展示について、比較・

対照する用語の候補を推薦し、それらの違いを直感的・対照的にグラフで示す学習支援シ

ステムを作成した。実験参加者９７人の９２％から、作成した学習支援システムによる対

照検索が個性的な学習の組みたてや発見に気づくことに有効であるとの回答を得た。 

 

図１ 「西本願寺」を説明に用いている用語の一覧（重要度順） 
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